
東日本大地震被災者救援金のお願い 

 

 東日本大地震により被災された皆様に心よりお見舞いを申し上げます。 

 加えて、この大惨事によりお亡くなりになられたご家族をはじめ関係者の皆様に衷心よ

り哀悼の意を表し、こころよりご冥福をお祈り申し上げます。 

 すでに連日の報道でご存知のとおり、今回の太平洋沖で起きた大地震と津波、加えて原

発の爆発などにより未曾有の被害が東北地方を襲っています。被害が集中している岩手、

宮城、福島を中心に、現地では避難生活を余儀なくされている方がたの数も多く、そのな

かには当協会の会員も含まれており、寒さ厳しい中で、命をつなぐための必死の努力が続

けられています。 

 このような非常時、とりわけ通信手段も断たれていた中で、14 日にようやく本部から東

北支部との連絡がつき、幹部の皆様は無事でいることが確認でき安堵いたしました。しか

し現在、支部としては会員、養成講座受講申込者の安否確認に追われ、支部活動の再開に

向けて懸命な努力が続いています。 

 そこで協会として、この大震災に対し、全会員を挙げてその力を結集し、私たちができ

る支援に取り組んで参りたいと考えます。まず、当面の取り組みとして、被災者の救援募

金の活動を開始します。この募金は被災された会員に本部からの見舞金を含めて寄付にあ

てさせていただきます。（振込先は後記） 

 また、今後の取り組みにつきましては、東北支部と十分な連絡、連携のもとに、現地が

必要とする支援を検討して参りたいと思います。 

 こういう厳しい中でこそ会員の力を集め、産業カウンセラーが一丸となって支援、援助

に当たろうではありませんか。皆様の暖かいご支援、ご協力をこころからお願い申し上げ

る次第です。 

 本部といたしましては、当面の支援として、東北支部に支部の設備関連や人的対応費用

として 300 万円、岩手県、宮城県、福島県に各 200 万円を支部経由で寄付することを決定

し、本日送金しました。また、近日中に被災者の方がたに対する無料の電話相談を東京支

部に委託して実施すべく、準備をすすめていることをご報告申し上げます。 

 2011年 3月 16日 

                    社団法人 日本産業カウンセラー協会 

                             会 長 安 藤 一 重 

記 

 

義捐金振込先 ゆうちょ銀行 

       （口座番号）  ００１８０－９－６６３２２２ 

       （口座名）   社団法人日本産業カウンセラー協会 寄付窓口 

 

（続く） 



記 

 関西支部事務所では、東日本大地震 被災者救援ＢＯＸを、受付奥のカウンターに設置しまし

た。お振込みに変えての義援金、來所の時、ＢＯＸに入れて頂ければありがたいです。 

事務局で随時取りまとめて、 協会寄付窓口講座に振込みいたします。 

 

（責）関西支部 事務局長  岡崎常泰 


